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北海道立旭川高等技術専門学院
髙橋 真琴さん制作によるロゴマーク

「女性医師支援」を考える5大学サミット
旭川医科大学の取り組み概要

旭川医科大学 二輪草センター

副センター長 山本 明美
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復職支援研修担当者
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管理担当者

子育て・介護支援
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復職・子育て・介護支援体制

二輪草センター

平成19年10月開設



＊『復職支援研修部門』
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＊『復職支援研修部門』
１．潜在人材登録制度 ４月1日開始

•復職を希望する医師・看護師が登録。
•希望の就業条件にあった部署・勤務形態による再就職を助ける。

２．多様な勤務形態の提供 ４月1日開始
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5段階の復職支援教育プログラム
4月から2名の医師に教材を配信中

復職支援研修部門

潜在人材登録
管理担当者

独自の育児短時間勤務制度
二輪草枠医員制度
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後ほど宮下から
詳しく
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•バックアップナース

北海道医療新聞 平成20年5月23日号

ベテラン看護師の松本さん

子どもの病気で欠勤する
看護師の部署に
駆けつけてくれる
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•バックアップナース

•病児一時預かり室

「子どもが病気のときくらい、そばにいてあげたい！」

長時間の病児保育にあずけるのではなく、仕事の引き継ぎや整理の間だけ、
子どもをあずかってもらって、いっしょに帰宅する。

病児お預かり中の様子
具合が良くなって

マグネット遊びに夢中です
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•バックアップナース

•病児一時預かり室

•医師看護師子育て支援セミナー開催

後ほど宮下から
詳しく
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•バックアップナース

•病児一時預かり室

•医師看護師子育て支援セミナー開催

•ロールモデル紹介

•学内24時間保育園との連携

•旭川市の子育て支援制度・介護施設との連携

学生や若手医師の指導中
内科の安孫子亜津子先生（小学1年生の母）



より良い制度にするために：他施設と意見交換

• 昨年11月16日：自治医科大学と情報交換。

「自治医科大学では育児短時間勤務制度をはじめていた！」
→ 旭川でも育児短時間勤務を → 事務に熱く交渉して4月から開始した

• 2月7日：自治医大でのシンポジウムで講演と意見交換

「自治医大では踏み絵として各講座の育児支援対策が報告されていた！」
→ 旭川でも各医局の支援体制の発表を
→ 入局ガイダンスをかねて、積極的に参加してもらった

「自治医大では男性看護師が育児休暇をとっていた！」
→ 旭川でも男性医師が育児休暇を取得していた事実を把握
→ ワークショップで公表

• 2月23日：和歌山医大での女性医療人支援フォーラムに参加
「和歌山では学童保育がはじまる！」
→ 旭川でも学童支援を → キッズサマースクールを企画
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より良い制度にするために：全学的な取り組みにするキャンペーン
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合同入局説明会 兼 育児支援ワークショップ

平成20年6月18日、19日
参加者数 全体71名・学生35名・研修医3名

•自治医大 勤務支援コーディネーター 湯村和子教授と学長の面談
•湯村和子教授の特別講演

「自治医科大学における子育て医師支援の現状」



より良い制度にするために：全学的な取り組みにするキャンペーン
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合同入局説明会 兼 育児支援ワークショップ

平成20年6月18日、19日
参加者数 全体71名・学生35名・研修医3名

•自治医大 勤務支援コーディネーター 湯村和子教授と学長の面談
•湯村和子教授の特別講演
•二輪草センター 特任助教 堀 仁子先生の発表

「旭川医大医学部学生の育児に関する意識調査の結果報告」



より良い制度にするために：全学的な取り組みにするキャンペーン
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合同入局説明会 兼 育児支援ワークショップ

平成20年6月18日、19日
参加者数 全体71名・学生35名・研修医3名

•自治医大 勤務支援コーディネーター 湯村和子教授と学長の面談
•湯村和子教授の特別講演
•二輪草センター 特任助教 堀 仁子先生の発表
•１1診療科の医局長ら

各科の育児支援体制の口頭発表とポスター展示 （ＨＰ上でも公開）

熱弁をふるう小児科医局長の古谷野 伸先生



より良い制度にするために：全学的な取り組みにするキャンペーン
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合同入局説明会 兼 育児支援ワークショップ

熱弁をふるう小児科医局長の古谷野 伸先生

今回の発表の準備のために小児科の先輩女性医師の話
を聞いてみてはじめて、彼女らが昔、どんな思いで働いて
いたのかを知ることができました。
どんなに大変だったことかと思います。
僕が医局長でいるかぎり育児支援はおまかせください。

男性医師の意識改革に成功！



より良い制度にするために：学生や職員、退職者から意見聴取

• 子育て中の医師や看護師との個別面談

• 就学前の子供を持つ本院勤務中の看護師にアンケート
バックアップナースシステムの基礎資料

• 過去に本大学に勤務経験のある看護師にアンケート

• 医学部学生（3～6年生）にアンケート

実施時期 : 2007年12月 回収率： 48 % （192名） 15

問・二輪草プランの
内容を知り

復職をしたいか？

はい ０

いいえ １

検討したい ６



アンケート調査から

・男女とも多くの学生が、将来子供を持ち育児に参加したいと考えている

育児休暇を夫婦交代で取りたいと考える学生が男女ともに約半数

・ 子育てに対して不安を抱える学生が多い

多様な労働形態、職場の理解、復職研修、保育所の充実などを希望

・将来大学病院や一般病院への勤務希望者が多い

・現在（女性）医師の入局者が尐ないとされている科を選択したい学生も多い

自由記載欄のコメント

・ 医療現場に女性の存在は不可欠であるので、同僚としてサポートできることがあ
れば協力したい。

（4年生 男性）

二輪草プランを知って、旭川医大でなら子育てしながら働くことができると思った。

（3年生 女性）
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センターは外来棟の
一等地にある！

• より良い制度にするために：学内外にプランを周知

• 医学生と旭川市医師会との懇談会にてプランを説明
（平成19年11月9日）

• 二輪草ホームページを開設
• 二輪草センター前の掲示板にセンターの情報を公開

• 二輪草プランの説明会 （平成20年3月21日）

• 月刊「二輪草だより」の発行 平成20年4月から

• 育児支援ＷＳにおいてポスター掲示、冊子の配布（平成20年6月18-19日）
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ご清聴ありがとうございました

「女性医師支援」を考える5大学サミット
旭川医科大学の取り組み概要


